


図2 窯跡を前面より見る

を外方に引き出している。口縁帯の内面中程に受け口

状の凹線を施す。薄手につくる特徴がある。36は口頚

部を直立させ、口縁部を外傾させて縁帯様につくる。

その端部上面をナデて平縁としている。頚部の内閣中

程に細い凹線を施す。37は口径48cmを測る大護である。

口頚部は直立気味で、口縁部は縁帯様につくる。その

端部上面をナデて平らにしている。口縁帯内面下部に

凹線を施す。

中議としては15~18、 27 、 32がある 。 15は頚部は内傾

気味に立ち上らせ、口縁部は縁帯様にっくり強く外傾

させる。その端部上部をナデて平らにしている。内閣

の問線はないが頚部と 口縁部の境に受け状の段をつけ

ている。 16は口縁部は縁帯様にっくり、その内面下部

に回線をつける。17は薄手でi直立する口頚部にっくり、

口縁部は縁帝様にっくりその端部を外方につまみ出し

ている。その内面下部に凹線をつける。18は口頚部は

外反気味に立ち上らせ、口縁部はその上端部から押し

つけた形でひしゃげた縁帯様にっくり、その端部は外

方に強く引き出した形とする。その口縁内閣下部に受

け状の回線をつける。27は口頚部を外反気味に立ち上

らせ、口縁部は縁帯様にっくりその端部を外方に引き

出す。口縁帯内面下部に浅い回線を施す。32は頚部を
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図3 窯跡の立地状況

内傾して立ち上らせ、口縁部は外反させ縁帝につくる。

口縁内面下部に凹線をつける。

輩。出土例は多くないがこれは恐らく費や嬬鉢と比

して焼成が良好になる例が多いためであろう。 9は桧

塩文章である。桧垣文は綾杉状につけられ、それは浅

い沈線でつけられる。 28は外反する口頚部にっくり、

端部はそのまま上端をナデて若干外方に膨れる形であ

る。 29は28と同様の形態であるが、口縁内面をナデて

受け状につくる。 30は小型の壷である。端部は丸い怒

り肩にっくり、口頚部は直立させ口縁端部をナデてそ

の下端を二重口縁状としている。

描鉢。播鉢は例が多く、播日の有無・形態、口縁部

のっくり方などにより簡単に分類して記述する。

1 、 3 、 5 、 7~8 、 10~14、 19~26は揺目のある摺

鉢で、 2、6、22が揺自のない問。鉢である。播鉢のう

ち3、4、7はヘラ刻みによる一本揺目を付している。

2の控鉢は直線的に外傾する体部で口縁部は端部を外

方に引き出す形態をつくり、外面底部にユピによるオ

サエ痕が残る。4、7の一本揺目鉢は口縁部を外方に

折り曲げ、その端部を外方に引き出して収める。櫛に

よる措目を付する揺鉢は大きく二つの形態に分けてお

く。一つは口縁部を外方へ折り曲げる形態で、 l、5、
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圏4 南松尾窯跡平面悶・断面図
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劉 5 高松露窯跡出土陶器実測菌
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図6 南松尾窯跡出土陶器実測図
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図7 前面から分焔援を見る

図8 後方から窯跡内を見る

8 、1O~13、 21 、 22 、 25がそれに当る。これらはその日

縁部の形態や体部の形態あるいは櫛目の柏異で 3~4

類に分類出来るが、図示した以外の出土品、あるいは、

表採品も併せて別稿により分類することとする。又一

つは23、24、26の類である。これらは平底でそこから

直線的に外傾して立ち上らせ、口縁はそのまま端部に

上面にまるめこみによる沈線状の溝を残し平らに仕上

げるものである。さらに、本類の特徴は口縁部内面を

強くナデてその部分に受け状の部分をつくる点にある。

また、この類型の節目は極めて整ったものを使用して

おり、焼成も竪級となっている。14はこの両者の折衷

6 

形を呈し、両者の特徴を併

わせ持っている点が注視せ

らるる。

以上、極めて簡略に南松

尾古窯跡の内容を記述した。

それは、窯跡が地山の掘り

抜きで燃焼部、焼成部の前

部が大きく拡がる形態で、

その部分から焼成室後部に

かけて分焔墜とも呼ぶ可き

分焔柱をっくり、左右の室

をつくっていること。出土

陶器は護、壷、揺鉢の、所

謂ー中世窯の通有の陶器を

焼成し、それらは著書梯年

の m~VI期註 2 のものである

こと。従って、発掘された

中井出 1、 2号窯跡の前段

階に属するものであり、分

焔壁=左右 2室に分けて焼

成する形が皿期頃から開始

されたことを示す貴重な資

料であることなどを確認し

た。

(松浮修)
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